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一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会

　鳥取県立中央病院の設計から竣工までにいったい何人の人が関わったのだろう。

　創り上げたのは多くの人の手であり、おおよそ２２か月でこの建物が完成したことも含め

「人間の力」の凄さを感じずにはいられない。

　そして「人間の力」がもつ可能性もどこまでも広がっているのであろう。

（パース提供：鳥取県、文：小谷 真一）
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鳥取県立中央病院

　昭和50年に鳥取市江津に新築移転され、40年を迎え

ます。既存病院は施設自体の老朽化に加え、非常に狭小

であり高度医療の提供において大きな支障となってお

りました。鳥取県東部圏域にとどまらず、県中部、兵庫

県北部も対象圏域として、他の医療機関では対応が困

難な高度急性期医療等を担うため、431床から518床

に増床する新病院建替整備事業に着手しました。平成

26年から設計、平成28年から工事に着手し平成30年

10月に完了を迎え、同年12月に新病院をオープンしま

した。
　　　　　

表紙のことば

　昭和28年の市政施行以来、第11次にわたる総合計
画を策定し、豊かな自然と長年培われてきた歴史・文
化を活かしたまちづくりを進めてきました。「愛着と
誇り　未来いきいき　みんながつくる倉吉」をスロー
ガンに掲げ、倉吉の次世代の皆様に自信をもって引き
継ぐことのできる元気なまちづくりを市民の皆さん
と共に進めています。しかし、国内の社会経済動向は、
進行する少子高齢化による人口減少・超高齢化社会
の到来、経済のグローバル化、環境問題の顕在化、鳥取
県中部地震の影響により深刻さを増す財政状況など
倉吉市のまちづくりにさまざまな面で大きな影響を
もたらしています。

現在の市政の課題

　第一は、やはり「震災からの復旧・復興」、これが最優
先の課題だと思っています。できるだけ早く仕上げて
いく努力をして、早いうちに完全復興をやり遂げなけ
ればと思っています。そして、本市の公共施設の最後に
行う第２庁舎の整備等も復興事業といえます。昨年も
大雨等による被害が本市にも甚大な被害を与えまし
た。これら災害に対する備えも早急に進める必要があ
ります。

人口減少対策

　それに加えて、これは倉吉だけの問題ではなく全国
的な課題でもある「人口減少対策」です。少子高齢化の
中で、地域の活力という面では非常に重要な問題でも
あるこの人口減少問題にしっかりと取り組み、いろい
ろな政策を打ち、成果をあげなければならないと思っ
ています。そういう意味でも、中心市街地の活性化や、
農業も含めた観光そして建設など産業振興を通じて、
しっかり雇用を確保しながら経済力を高めていく、そ
ういう努力をしていかなければなりません。そういっ
た中で、若い人たちに倉吉に定着していただくための
条件を整備していかなくてはならないと思っていま
す。そして、条件の一つは雇用の場をしっかり確保す
ること。特に若い人たちのニーズに合った職場を確保
することだと思います。企業誘致だけではなく地元の
既存企業や起業なども含めてバラエティに富んだ企

業を確保し、いろいろな選択肢を準備する努力をして
いく必要があります。それともう一つは、非常に負担
感が大きいといわれる子育てへの支援です。子育て支
援体制をきっちり整え、充実させ、また負担感を軽減
していくよう取り組みます。そういったことで若い人
たちの定住の基盤を整え、子どもの数を増やしていく
努力が必要だと思っています。

中心市街地の活性化

　今まで倉吉の発展を担ってきたこの中心市街地に、
最近少し活力がないということが言われています。行
政でも「中心市街地活性化基本計画」を作っていろい
ろ取り組んでいます。最近は市民の皆さんの中でも、
もう一度この中心市街地を何とか元気にしていこう
という機運が出てきています。また、いくつかの企業
が力を合わせて中核的な施設の設置をし、活性化につ
なげようという動きも出ています。そういう動きをで
きるだけ後押ししていく努力をしながら、市街地の活
性化につなげていきたいと思います。賑わいづくりの
模索そのなかで、民間の企業から寄付していただいた
施設を市役所の第２庁舎として活用しながら、中心市
街地の賑わいづくりにつなげることを模索していま
す。また、４月にオープンした円形劇場くらよしフィ
ギュアミュージアム、倉吉に建設が決まった県立美術
館などをしっかり活用しながら観光客にたくさん来
ていただき、元気な倉吉のまちにつなげていく、そし
て人口減少対策にもつなげる取り組みが必要だと思
います。

最後に

　いろいろ述べてきましたが全てを一度に取り組む
ことはできません。優先順位をつけながらひとつ一つ
の課題に取り組んでまいりたいと考えています。最後
になりましたが昨年締結させていただいた建築士事
務所協会様との災害防止に関する協定は市民の大き
な安心につながり復興事業につながる取り組みのひ
とつです。今後とも本市の建築や住宅、空き家の対策
にご助力いただきますようお願い申し上げます。

石田  耕太郎

倉吉市長

愛着と誇り ー新しい倉吉のまちづくりに
向けてー

海外研修報告 15藤井　泰徳　㈲フジイ総合設計事務所■

県外研修報告 16－17宮本　秀成　㈱エクス・プラン■

震災から完全復興
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会 長メッセ ー ジ

メッセージ

　会員の皆様、そして賛助会員の皆様、平成30年度

事業に多大なるご協力を頂き、全ての事業が終了し

ました事に、心より感謝を申し上げます。

　その中でも特筆すべきものとしては、昨年10月に

倉吉市と、災害時に於ける設計支援業務に関する協

定の締結を行った事、そして同10月の全国大会で３

年前に次いで２回目の会員増強単位会として全国表

彰を受けたことなどが挙げられます。

　そして、本年も取り組むべき事業が数多くある中、

国の制度改革などを踏まえて次のような事業に力を

注いで参りたいと思います。

１）、建築士資格試験制度の緩和について

　昨年12月末に建築士法の一部を改正する法律が

国会で可決され、資格試験が以前に比べて受験しや

すくなります。来年の試験から適用されると聞いて

おりますが、各企業の職員の皆様や、これから建築士

を目指す若い方々に周知を図り、若い後継者が増え

て行く様な業界にして行きたいものです。

２）、新業務報酬基準（平成31年国土交通省告示第98

号）の周知・普及について

　この度新しく業務報酬基準が改正されました。こ

の基準は私達企業が経営基盤を安定させるために、

適正な業務報酬を得るための重要な基準となってい

ますので、官民を問わずこの基準を適用して頂く様

に強く要望をして参りたいと思っています。

３）、会員増強について

　本協会では近年、会員の皆様のご協力により会員・

賛助会員数が徐々に増えてきておりますが、全国的

にはまだまだ増やさなくてはならないとのことで、

この度日事連に会員増強委員会が立ち上げられまし

た。「数は力なり」という考えもありますので、益々の

皆様のご協力をお願いします。

４）、日事連全国大会の地方開催について

　日事連全国大会はこれまで、東京開催と地方開催

を交互にやってきましたが、昨年規約が改正されて、

これからは全て地方開催となりました。来年度以降

は福島県、福井県、熊本県そして中四国ブロックでの

開催となっております。まだ、どの県で開催するか決

まっていませんが、来年度中か再来年度初旬までに

は決めなければならないのが現状です。

５）、設備設計の分離発注について　

　公共工事に於ける設備設計の分離発注については

過去何年にも渡って要望を重ねているところであり

ますが、設備設計事務所には一級建築士事務所が少

ないことなどを理由になかなか改善されません。し

かしながら近年一級建築士事務所も増えてきてお

り、設備設計が一つの建築産業に育っていけば、設備

設計事務所も増え、自ずと若い技術者も業界に入っ

て来てくれるものと思います。

６）、各企業の福利厚生面の充実について

　現在、働き方改革を推し進めるうえで若者の意見

を聞くと、企業に対して色々な要望がある中の一つ

として、福利厚生面の充実した企業という事が挙げ

られます。日事連とJIAは共同事業として建築士事務

所企業年金基金への加入を募っておりますので、開

設者の皆様には加入のご検討、ご協力をお願いしま

す。

　この様に様々な事業を通じ業界全体で、若者が建

築に魅力を感じ、そんな世界で仕事がしてみたいと

思えるような環境を創り上げて行きたいものだと考

えておりますので、会員・賛助会員の皆様には益々の

ご協力をお願い申し上げ挨拶とします。

会　長　霜 村 將 博

■第３回一木会例会
平成30年10月４日（木）午後４時45分～午後８時
しいたけ会館　対翠閣
43名
１）委員会報告
２）賛助会員企業ＰＲ
①福間商事㈱
②㈱サカモト
③中国電力㈱鳥取統括
　セールスセンター

３）懇親会

■住まいの無料相談会開催
平成30年10月13日（土）・14日（日）
午前10時～午後５時
鳥取産業体育館（鳥取市天神町50－２）
木の住まいフェアと同時開催
上山善博、門脇　昇、
来田信浩、佐藤　実、
塚田　隆、早田照彦
８件

※会員の皆様ご協力ありがとうございました。

■鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会
東部支部合同ゴルフコンペ

平成30年10月20日（土）　
旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部　湖山コース
31人

■第４回一木会例会
平成30年12月６日（木）午後４時20分～
しいたけ会館　対翠閣
57名

１）委員会報告
２）鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築
士会東部支部合同ゴルフコンペ報告

３）技術講習会
○アルミサッシ・カーテンウォール防火認定の各
メーカーの対応について

　・㈱ＬＩＸＩＬ
　・ＹＫＫＡＰ㈱　　

４）賛助会員企業PR
　①㈱モリックスジャパン
　②久大建材㈱
５）忘年会

■鳥取市との意見交換会
平成31年２月４日（月）
鳥取市役所本庁舎
鳥 取 市　都市整備部部長、次長兼建設指導課長、

建築住宅課長、建築住宅課住宅建設係長、
建築住宅課学校建設係長、建築住宅課施
設建設係長、総務調整局財産経営課長、
次長兼教育総務課長、都市企画課課長

東部支部　支部長　塚田　隆、霜村將博、門脇　昇、
佐藤　実、小谷雅昭、松島浩之、西村純一、
福田洋之

議　題
1　建築設計・工事監理業務について
⑴　特定建築物定期調査報告業務について
⑵　改修工事の設計業務等の算出根拠の公開について
⑶　設備を含む設計・監理業務の担当者について
⑷　工事監理業務の資格要件等の緩和について 
⑸　鳥取市の工事監理業務における書類等の作成について
⑹　設計業務における印刷製本費の計上について
⑺　成果品の納品について 

2　入札制度について
⑴　建築設計業務の受注機会の均等化について
⑵　設備設計・監理の分離発注対象物件の拡大について

3　第三者監理制度の見直しについて
4　業務発注について
⑴　業務発注を平準化していただくか、又は業務期間を
長く設定していただきたい

⑵　デザイン・ビルド方式（ＤＢ方式）の発注について
⑶　ＰＰＰ/ＰＦＩの導入について

一木会　平成３０年度後半の活動報告

東部の動き

副会長（東部担当） 塚 田 　 隆

開催日

場　所

参加人数

内　容

開催日

場　所

参加人数

内　容

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

相談員

相談件数

開催日

場　所

出席者

第４回一木会例会

住まいの無料相談会

第３回一木会例会
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会 長メッセ ー ジ

メッセージ

　会員の皆様、そして賛助会員の皆様、平成30年度

事業に多大なるご協力を頂き、全ての事業が終了し

ました事に、心より感謝を申し上げます。

　その中でも特筆すべきものとしては、昨年10月に

倉吉市と、災害時に於ける設計支援業務に関する協

定の締結を行った事、そして同10月の全国大会で３

年前に次いで２回目の会員増強単位会として全国表

彰を受けたことなどが挙げられます。

　そして、本年も取り組むべき事業が数多くある中、

国の制度改革などを踏まえて次のような事業に力を

注いで参りたいと思います。

１）、建築士資格試験制度の緩和について

　昨年12月末に建築士法の一部を改正する法律が

国会で可決され、資格試験が以前に比べて受験しや

すくなります。来年の試験から適用されると聞いて

おりますが、各企業の職員の皆様や、これから建築士

を目指す若い方々に周知を図り、若い後継者が増え

て行く様な業界にして行きたいものです。

２）、新業務報酬基準（平成31年国土交通省告示第98

号）の周知・普及について

　この度新しく業務報酬基準が改正されました。こ

の基準は私達企業が経営基盤を安定させるために、

適正な業務報酬を得るための重要な基準となってい

ますので、官民を問わずこの基準を適用して頂く様

に強く要望をして参りたいと思っています。

３）、会員増強について

　本協会では近年、会員の皆様のご協力により会員・

賛助会員数が徐々に増えてきておりますが、全国的

にはまだまだ増やさなくてはならないとのことで、

この度日事連に会員増強委員会が立ち上げられまし

た。「数は力なり」という考えもありますので、益々の

皆様のご協力をお願いします。

４）、日事連全国大会の地方開催について

　日事連全国大会はこれまで、東京開催と地方開催

を交互にやってきましたが、昨年規約が改正されて、

これからは全て地方開催となりました。来年度以降

は福島県、福井県、熊本県そして中四国ブロックでの

開催となっております。まだ、どの県で開催するか決

まっていませんが、来年度中か再来年度初旬までに

は決めなければならないのが現状です。

５）、設備設計の分離発注について　

　公共工事に於ける設備設計の分離発注については

過去何年にも渡って要望を重ねているところであり

ますが、設備設計事務所には一級建築士事務所が少

ないことなどを理由になかなか改善されません。し

かしながら近年一級建築士事務所も増えてきてお

り、設備設計が一つの建築産業に育っていけば、設備

設計事務所も増え、自ずと若い技術者も業界に入っ

て来てくれるものと思います。

６）、各企業の福利厚生面の充実について

　現在、働き方改革を推し進めるうえで若者の意見

を聞くと、企業に対して色々な要望がある中の一つ

として、福利厚生面の充実した企業という事が挙げ

られます。日事連とJIAは共同事業として建築士事務

所企業年金基金への加入を募っておりますので、開

設者の皆様には加入のご検討、ご協力をお願いしま

す。

　この様に様々な事業を通じ業界全体で、若者が建

築に魅力を感じ、そんな世界で仕事がしてみたいと

思えるような環境を創り上げて行きたいものだと考

えておりますので、会員・賛助会員の皆様には益々の

ご協力をお願い申し上げ挨拶とします。

会　長　霜 村 將 博

■第３回一木会例会
平成30年10月４日（木）午後４時45分～午後８時
しいたけ会館　対翠閣
43名
１）委員会報告
２）賛助会員企業ＰＲ
①福間商事㈱
②㈱サカモト
③中国電力㈱鳥取統括
　セールスセンター

３）懇親会

■住まいの無料相談会開催
平成30年10月13日（土）・14日（日）
午前10時～午後５時
鳥取産業体育館（鳥取市天神町50－２）
木の住まいフェアと同時開催
上山善博、門脇　昇、
来田信浩、佐藤　実、
塚田　隆、早田照彦
８件

※会員の皆様ご協力ありがとうございました。

■鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会
東部支部合同ゴルフコンペ

平成30年10月20日（土）　
旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部　湖山コース
31人

■第４回一木会例会
平成30年12月６日（木）午後４時20分～
しいたけ会館　対翠閣
57名

１）委員会報告
２）鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築
士会東部支部合同ゴルフコンペ報告

３）技術講習会
○アルミサッシ・カーテンウォール防火認定の各
メーカーの対応について

　・㈱ＬＩＸＩＬ
　・ＹＫＫＡＰ㈱　　

４）賛助会員企業PR
　①㈱モリックスジャパン
　②久大建材㈱
５）忘年会

■鳥取市との意見交換会
平成31年２月４日（月）
鳥取市役所本庁舎
鳥 取 市　都市整備部部長、次長兼建設指導課長、

建築住宅課長、建築住宅課住宅建設係長、
建築住宅課学校建設係長、建築住宅課施
設建設係長、総務調整局財産経営課長、
次長兼教育総務課長、都市企画課課長

東部支部　支部長　塚田　隆、霜村將博、門脇　昇、
佐藤　実、小谷雅昭、松島浩之、西村純一、
福田洋之

議　題
1　建築設計・工事監理業務について
⑴　特定建築物定期調査報告業務について
⑵　改修工事の設計業務等の算出根拠の公開について
⑶　設備を含む設計・監理業務の担当者について
⑷　工事監理業務の資格要件等の緩和について 
⑸　鳥取市の工事監理業務における書類等の作成について
⑹　設計業務における印刷製本費の計上について
⑺　成果品の納品について 

2　入札制度について
⑴　建築設計業務の受注機会の均等化について
⑵　設備設計・監理の分離発注対象物件の拡大について

3　第三者監理制度の見直しについて
4　業務発注について
⑴　業務発注を平準化していただくか、又は業務期間を
長く設定していただきたい

⑵　デザイン・ビルド方式（ＤＢ方式）の発注について
⑶　ＰＰＰ/ＰＦＩの導入について

一木会　平成３０年度後半の活動報告

東部の動き

副会長（東部担当） 塚 田 　 隆

開催日

場　所

参加人数

内　容

開催日

場　所

参加人数

内　容

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

相談員

相談件数

開催日

場　所

出席者

第４回一木会例会

住まいの無料相談会

第３回一木会例会



一水会　平成30年度後半の活動報告

中部の動き

副会長（中部担当） 井手添　　誠

故宮博物館

開催日

場　所

参加人数

■平成30年度　鳥取県中部建設業協会及び鳥取県中
　部建築協議会との意見交換会
　　　　平成30年12月10日（月）　
　　　　倉吉シティホテル
　　　　７名

　鳥取県中部建設業協会及び鳥取県中部建築協議会との意見
交換会を行いました。

［２月例会］
■「倉吉市庁舎議会棟耐震改修」
　　　　平成31年2月6日（水）
　　　　倉吉シティホテル
　　　　49名

　(有)堂計画室 生田昭夫氏を講師として倉吉市庁舎議会棟耐
震改修についての研修を行いました。

開催日

行き先

参加人数

開催日

場　所

開催日

場　所

参加人数

参加人数

開催日

場　所

相談員

西部の動き

副会長（西部担当） 吉 田  成 年

　平成最後の年、平成31年になりました。５月には、新し

い気持ちで新元号を迎えたいと思っております。その意味

で、平成の総括のような気持ちで事業を行いました。

　まず、過去2年間開催ができなかった「木の住まいフェア

～住まいの無料相談会～」を開催することができました。

近年は、「倉吉ばえん祭」と同日に開催をしておりますが、

一昨年は、鳥取県中部地震により、また昨年は、台風の到来

により、中止となっていましたが、今年３年ぶりに開催す

ることができて、ホッとしています。

　そして、一水会12月例会を海外研修として、台北に行く

ことにしました。平成後期になり、温暖化の影響か自然災

害が多く発生しているように感じます。ボランティア活動

なども多く、疲弊しているように感じていましたので、メ

ンバー皆さんの親睦のために計画をしました。25名と多

くの人に参加していただき、大きな事故(?)もなく終了で

きたことに感謝しています。

　設計料の算定基準となっている告示15号も告示98号

に改正されました。次年度は、外部に対しての広報などを

行っていきたいと思っております。一年間、お世話になり

ました。

［10月例会］
■「これからの耐震天井について」
　　　　平成30年10月３日（水）
　　　　倉吉シティホテル
　　　　45名

　三洋工業㈱様によ
る、耐震天井について
の講習がありました。

［建築士事務所キャンペーン］
■「木の住まいフェア～住まいの無料相談会～」
　　　　平成30年10月21日（日）
　　　　倉吉駅南噴水広場
　　　　11名

　(社)鳥取県木造住宅推進協議会主催「2018木の住まいフェ
ア」にて無料相談会を開催しました。

［12月例会］
■一水会及び建築士会中部支部合同海外研修
　　　　平成30年11月25(日) ～ 27日(火)
　　　　台湾
　　　　25名

　鳥取県建築士会中部
支部と合同で海外研修
を行いました。 

■住まいの無料相談会
平成30年9月30日（日）
米子産業体育館
午前午後　延べ10名

　木の住まいフェアと共催して住まいの無料相談会を実施し
ました。
　当日は、木造住宅の耐震、リフォームなどに関する相談な
どで7件の相談があり、今回初めて、住まいの土地について
の地盤診断・リスクについて無料の地盤カルテを作成する試
みを行い、約70名の方が、自分の住まいの土地の無料診断
カルテを受けられました。
　この試みは大変好評で来年も是非行いたいと考えています。

■山水会秋のゴルフコンペ
平成30年11月14日（水）
大山アークカントリークラブ
24名

　秋の心地よい天気の中、恒例の山水会ゴルフコンペを開催
しました。
　優勝は、㈱亀山設計の亀山浩一様、準優勝は大同警備保障
㈲の舩田正一様でした。参加された皆様、心地よい汗をかか
れ秋の一日を満喫されました。

■12月例会
平成30年12月20日（木）
米子市の建築に関する補助金制度について
米子市都市整備部次長　湯澤真一郎氏
国際ファミリープラザ
52名

　米子市の湯澤次長を講師にお招きし、米子市の補助金制
度についてご説明頂きました。
　沢山の補助金制度が用意されていまして、知らない制度
も沢山あり、使わないともったいない制度も数多くありま
したので、会員、賛助会員ともに大変勉強になりました。
　また、講演会のあと当協会の斉木顧問、野坂県議会議員
をお招きして同建物のシュシュにて山水会の忘年会を開催
しました。大変賑やかで楽しい会となり平成30年を締め
くくりました。

山水会　平成３０年度後半の活動報告

開催日

開催日

場　所

相談員

参加人数

講　演

開催日

講　師

場　所

場　所

相談員

参加人数
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一水会　平成30年度後半の活動報告

中部の動き

副会長（中部担当） 井手添　　誠

故宮博物館

開催日

場　所

参加人数

■平成30年度　鳥取県中部建設業協会及び鳥取県中
　部建築協議会との意見交換会
　　　　平成30年12月10日（月）　
　　　　倉吉シティホテル
　　　　７名

　鳥取県中部建設業協会及び鳥取県中部建築協議会との意見
交換会を行いました。

［２月例会］
■「倉吉市庁舎議会棟耐震改修」
　　　　平成31年2月6日（水）
　　　　倉吉シティホテル
　　　　49名

　(有)堂計画室 生田昭夫氏を講師として倉吉市庁舎議会棟耐
震改修についての研修を行いました。

開催日

行き先

参加人数

開催日

場　所

開催日

場　所

参加人数

参加人数

開催日

場　所

相談員

西部の動き

副会長（西部担当） 吉 田  成 年

　平成最後の年、平成31年になりました。５月には、新し

い気持ちで新元号を迎えたいと思っております。その意味

で、平成の総括のような気持ちで事業を行いました。

　まず、過去2年間開催ができなかった「木の住まいフェア

～住まいの無料相談会～」を開催することができました。

近年は、「倉吉ばえん祭」と同日に開催をしておりますが、

一昨年は、鳥取県中部地震により、また昨年は、台風の到来

により、中止となっていましたが、今年３年ぶりに開催す

ることができて、ホッとしています。

　そして、一水会12月例会を海外研修として、台北に行く

ことにしました。平成後期になり、温暖化の影響か自然災

害が多く発生しているように感じます。ボランティア活動

なども多く、疲弊しているように感じていましたので、メ

ンバー皆さんの親睦のために計画をしました。25名と多

くの人に参加していただき、大きな事故(?)もなく終了で

きたことに感謝しています。

　設計料の算定基準となっている告示15号も告示98号

に改正されました。次年度は、外部に対しての広報などを

行っていきたいと思っております。一年間、お世話になり

ました。

［10月例会］
■「これからの耐震天井について」
　　　　平成30年10月３日（水）
　　　　倉吉シティホテル
　　　　45名

　三洋工業㈱様によ
る、耐震天井について
の講習がありました。

［建築士事務所キャンペーン］
■「木の住まいフェア～住まいの無料相談会～」
　　　　平成30年10月21日（日）
　　　　倉吉駅南噴水広場
　　　　11名

　(社)鳥取県木造住宅推進協議会主催「2018木の住まいフェ
ア」にて無料相談会を開催しました。

［12月例会］
■一水会及び建築士会中部支部合同海外研修
　　　　平成30年11月25(日) ～ 27日(火)
　　　　台湾
　　　　25名

　鳥取県建築士会中部
支部と合同で海外研修
を行いました。 

■住まいの無料相談会
平成30年9月30日（日）
米子産業体育館
午前午後　延べ10名

　木の住まいフェアと共催して住まいの無料相談会を実施し
ました。
　当日は、木造住宅の耐震、リフォームなどに関する相談な
どで7件の相談があり、今回初めて、住まいの土地について
の地盤診断・リスクについて無料の地盤カルテを作成する試
みを行い、約70名の方が、自分の住まいの土地の無料診断
カルテを受けられました。
　この試みは大変好評で来年も是非行いたいと考えています。

■山水会秋のゴルフコンペ
平成30年11月14日（水）
大山アークカントリークラブ
24名

　秋の心地よい天気の中、恒例の山水会ゴルフコンペを開催
しました。
　優勝は、㈱亀山設計の亀山浩一様、準優勝は大同警備保障
㈲の舩田正一様でした。参加された皆様、心地よい汗をかか
れ秋の一日を満喫されました。

■12月例会
平成30年12月20日（木）
米子市の建築に関する補助金制度について
米子市都市整備部次長　湯澤真一郎氏
国際ファミリープラザ
52名

　米子市の湯澤次長を講師にお招きし、米子市の補助金制
度についてご説明頂きました。
　沢山の補助金制度が用意されていまして、知らない制度
も沢山あり、使わないともったいない制度も数多くありま
したので、会員、賛助会員ともに大変勉強になりました。
　また、講演会のあと当協会の斉木顧問、野坂県議会議員
をお招きして同建物のシュシュにて山水会の忘年会を開催
しました。大変賑やかで楽しい会となり平成30年を締め
くくりました。

山水会　平成３０年度後半の活動報告

開催日

開催日

場　所

相談員

参加人数

講　演

開催日

講　師

場　所

場　所

相談員

参加人数
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　昨年の11月25日(日)から27日(火)の二泊三日で、台
湾へ研修旅行に行って来ました。一水会と建築士会中部
支部の混成で、男子19名、女子６名の総勢25名の賑やか
な団体となりました。「一水会」という団体名はチョット
不味いという事で、急遽「建築友の会」と銘打って、岡山空
港から出発しました。日本で8:00の時台湾は7:00と１
時間の時差があり、この程度なら得した気分になります。

◆11月25日
岡山空港15:55発➡桃園国際空港18:00
着（現地時間）➡入国審査後台北市内へ
◇今回の台湾研修の目的は、例年12月の第一水
曜日に開催している『一水会』の忘年例会を先
取りして、士会中部支部との合同忘年会です。

　初日は入国後、宴会場(20:30頃着)へ直行し、
井手添支部長の音頭で懇親会に突入しました。
➡ 終了後ホテルへチェックイン

◆11月26日
ホテル9:00出発(日本時間10:00)➡
台北市内と周辺の観光
◇①中正記念堂➡②故宮博物院➡（昼食・ショッ
ピング）➡③十フン（散策・天燈上げ）➡④九フ
ン（散策・夕食）➡（ホテル）➡（各自-自由行動？）

①中正記念堂
◉初代総統の蒋介石を讃える広大な記念堂です。
　中正公園の中でそびえる中国洋式の記念堂で、白亜の
基台と青瓦の屋根が特徴です。

　写真はこれから始まる衛兵の交代儀式ですが、儀式が
終わると両側に衛兵が微動だしないで２時間に亘って
蒋介石を守り、その後また交代の儀式が始まります。

②故宮博物館
◉世界四大博物館の一つで、中国の歴代皇帝のコレク
ションや中国文化の貴重な文物が常設展示してありま
す。皆さんご存知の、角煮の質感に近い「肉形石」やキリ
ギリスの止っている「翡翠の白菜」が有名です。　

　

③十フン
◉皆さんがテレビなどで見かける事があると思います
が、線路の両側に店が立ち並び、天燈に願いを書いて天
高く打ち上げます。台北市内から1時間くらいの所にあ
ります。私達も二人一組で打ち上げましたが、最中に列
車が入って来ました。

④九フン
◉かつて金の町として賑わった、山あいの集落です。結構
急な階段の両側に台湾グルメと小物店が立ち並び、映
画「千と千尋の神隠し」の舞台を彷彿させるレトロな雰
囲気の街並みです。

　
　◆11月27日　帰国

桃園国際空港　11:10発（現地時間）➡
岡山空港　14:35着
◇今回初めて、一水会と士会中部支部とのコラボ
で海外研修を企画しましたが、評判は上々でし
た。2泊3日と強行スケジュールでしたが、その
分中身の濃い内容だったと思います。

　担当幹事:山下正喜〔㈲安本設計事務所〕
　　　　　 藤井泰徳〔㈲フジイ総合設計事務所〕

　 藤 井 　 泰 徳建 築 友 の 会
㈲フジイ総合設計事務所

海外研修報告

■事業名称：鳥取県立中央病院建替整備事業
■所 在 地：鳥取県鳥取市江津730
■都市計画区域：都市計画地域内（市街化区域）
■用途地域：第一種中高層住居専用区域
　　　　　　第一種住居区域（国道9号沿い敷
　　　　　　地境界線より北方向50ｍの部分）

■設計監理：日建・安本設計共同体
■施　　工：建築：清水・やまこう・大和・藤原特定建設工事共同企業体
　　　　　　電気：中電工・岡田電工・吉備総合電設特定建設工事共同企業体
　　　　　　空調：新日空・大成設備・日新工業特定建設工事共同企業体
　　　　　　衛生：三晃空調・西日本環境・サンユー技研特定建設工事共同企業体

■防火指定：指定なし
■地区計画等：な　し
■指定容積率：200％
■日影規制：4時間(10ｍ以内)
　　　　　　2.5時間(10ｍ超）
　　　　　　測定地盤4ｍ
■主要用途：病院
■工事種別：増築

■構造：[新病院棟]
　　　　鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造
　　　　及び鉄筋コンクリート造(免震構造)
　　　　 [別　館]
　　　　鉄筋コンクリート造
　　　　　(1996年竣工 耐震構造)

■敷地面積：63,697㎡

■建築面積：15,194㎡(別館を含む)

■延床面積：60,676㎡(別館を含む)

■階　　数：地上11階

■最高高さ：55.5ｍ

建物概要

平成28年11月  工事着手 平成29年1月  杭工事施工中 平成29年3月  地中水槽施工中

平成29年4月  1階施工中 平成29年6月  鉄骨建て方開始 平成29年8月  2階施工中

平成29年10月  6階施工中 平成30年1月  鉄骨建て方完了 平成30年3月  外部仕上げ施工中

平成30年5月  内部仕上げ施工中 平成30年8月  竣工（外構を除く）
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　昨年の11月25日(日)から27日(火)の二泊三日で、台
湾へ研修旅行に行って来ました。一水会と建築士会中部
支部の混成で、男子19名、女子６名の総勢25名の賑やか
な団体となりました。「一水会」という団体名はチョット
不味いという事で、急遽「建築友の会」と銘打って、岡山空
港から出発しました。日本で8:00の時台湾は7:00と１
時間の時差があり、この程度なら得した気分になります。

◆11月25日
岡山空港15:55発➡桃園国際空港18:00
着（現地時間）➡入国審査後台北市内へ
◇今回の台湾研修の目的は、例年12月の第一水
曜日に開催している『一水会』の忘年例会を先
取りして、士会中部支部との合同忘年会です。

　初日は入国後、宴会場(20:30頃着)へ直行し、
井手添支部長の音頭で懇親会に突入しました。
➡ 終了後ホテルへチェックイン

◆11月26日
ホテル9:00出発(日本時間10:00)➡
台北市内と周辺の観光
◇①中正記念堂➡②故宮博物院➡（昼食・ショッ
ピング）➡③十フン（散策・天燈上げ）➡④九フ
ン（散策・夕食）➡（ホテル）➡（各自-自由行動？）

①中正記念堂
◉初代総統の蒋介石を讃える広大な記念堂です。
　中正公園の中でそびえる中国洋式の記念堂で、白亜の
基台と青瓦の屋根が特徴です。

　写真はこれから始まる衛兵の交代儀式ですが、儀式が
終わると両側に衛兵が微動だしないで２時間に亘って
蒋介石を守り、その後また交代の儀式が始まります。

②故宮博物館
◉世界四大博物館の一つで、中国の歴代皇帝のコレク
ションや中国文化の貴重な文物が常設展示してありま
す。皆さんご存知の、角煮の質感に近い「肉形石」やキリ
ギリスの止っている「翡翠の白菜」が有名です。　

　

③十フン
◉皆さんがテレビなどで見かける事があると思います
が、線路の両側に店が立ち並び、天燈に願いを書いて天
高く打ち上げます。台北市内から1時間くらいの所にあ
ります。私達も二人一組で打ち上げましたが、最中に列
車が入って来ました。

④九フン
◉かつて金の町として賑わった、山あいの集落です。結構
急な階段の両側に台湾グルメと小物店が立ち並び、映
画「千と千尋の神隠し」の舞台を彷彿させるレトロな雰
囲気の街並みです。

　
　◆11月27日　帰国

桃園国際空港　11:10発（現地時間）➡
岡山空港　14:35着
◇今回初めて、一水会と士会中部支部とのコラボ
で海外研修を企画しましたが、評判は上々でし
た。2泊3日と強行スケジュールでしたが、その
分中身の濃い内容だったと思います。

　担当幹事:山下正喜〔㈲安本設計事務所〕
　　　　　 藤井泰徳〔㈲フジイ総合設計事務所〕

　 藤 井 　 泰 徳建 築 友 の 会
㈲フジイ総合設計事務所

海外研修報告

■事業名称：鳥取県立中央病院建替整備事業
■所 在 地：鳥取県鳥取市江津730
■都市計画区域：都市計画地域内（市街化区域）
■用途地域：第一種中高層住居専用区域
　　　　　　第一種住居区域（国道9号沿い敷
　　　　　　地境界線より北方向50ｍの部分）

■設計監理：日建・安本設計共同体
■施　　工：建築：清水・やまこう・大和・藤原特定建設工事共同企業体
　　　　　　電気：中電工・岡田電工・吉備総合電設特定建設工事共同企業体
　　　　　　空調：新日空・大成設備・日新工業特定建設工事共同企業体
　　　　　　衛生：三晃空調・西日本環境・サンユー技研特定建設工事共同企業体

■防火指定：指定なし
■地区計画等：な　し
■指定容積率：200％
■日影規制：4時間(10ｍ以内)
　　　　　　2.5時間(10ｍ超）
　　　　　　測定地盤4ｍ
■主要用途：病院
■工事種別：増築

■構造：[新病院棟]
　　　　鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造
　　　　及び鉄筋コンクリート造(免震構造)
　　　　 [別　館]
　　　　鉄筋コンクリート造
　　　　　(1996年竣工 耐震構造)

■敷地面積：63,697㎡

■建築面積：15,194㎡(別館を含む)

■延床面積：60,676㎡(別館を含む)

■階　　数：地上11階

■最高高さ：55.5ｍ

建物概要

平成28年11月  工事着手 平成29年1月  杭工事施工中 平成29年3月  地中水槽施工中

平成29年4月  1階施工中 平成29年6月  鉄骨建て方開始 平成29年8月  2階施工中

平成29年10月  6階施工中 平成30年1月  鉄骨建て方完了 平成30年3月  外部仕上げ施工中

平成30年5月  内部仕上げ施工中 平成30年8月  竣工（外構を除く）



　平成30年11月9日～平成30年11月10日、高知県（香

美市、高知市、梼原町）愛媛県（今治市）全行程約1,000Km

をバスで巡る研修でした。

　最初の研修先は、高知県立林業大学校でした。

　平成30年4月の本格開校に合わせて、完成した新校舎

を授業中ではありましたが、ご案内のもと見学しました。

　新校舎は高知県が需要拡大に努めている新建材｢CLT｣

を活用した、木の肌触りから暖かみを感じ心地良のいい

空間でした。

　次は、高知県

立牧野植物園を

見学しました。

この建築はシェ

ル型の大屋根が

特徴的で、周り

の植物が成長す

るほど自然に溶

け込むような施

設であり、木のぬくもりや、四季折々の植物を感じられる

半野外的空間部分が心地よい空間となっていました。

　これで１日目の研修も終わり、お待ちかねの懇親会と

なりました。「料亭　濵長」にて、土佐芸妓さんとお座敷遊

びを堪能する企画です。

　乾杯の後、酔いの方も徐々にいい感じとなり、いよいよ

お座敷遊びの始まりです。まずは芸妓さんの踊りに続き、

有志による「しばてん踊り」土佐流・仮面舞踏会です。「し

ばてん手拭い」で顔を覆って、お酒も入っていい調子、皆

さん楽しく踊っていらっしゃいました。

　続いては「可盃」

「べろべろの神様」

の唄で囃したてな

がら、各盃の図柄の

ついたコマを回し、

コマが止まった時

に延長線上にいる

人が「当たり」とな

り、図柄の盃のお酒

を飲み干すゲーム

です。天狗の盃は一合入るとか。今回、一気飲みで幸いな

ことに潰れる方はいらっしゃいませんでした。最後は別

名、お酒のロシアンルーレット「菊の花」盃を盆に伏せて

平成30年度県外研修の報告 ㈱エクス・プラン 宮 本 　秀 成

津波対策避難タワー

鰹のたたきを堪能

藁焼きの鰹のたたき

 梼原町庁舎　外観

並べ、料理に飾られている小さい黄色の菊の花を盃に忍

ばせ、手拍子まじりの囃子唄を歌い、その唄に乗せて順番

に盃を返します。返した盃に菊の花があれば「当たりで

す！」返した盃全てにお酒を注ぎ全部飲み干すゲームで

す。囃子唄のメロディーはなぜか、明石家さんまさんが扮

していた「アミダババア」のテーマソングで「アミダババ

アの唄」の一節、皆さん大合唱で盛り上がりました。

　高知の料理やお酒を堪能し、皆さん楽しい一時を過ご

されたと思います。

　２日目の最初の訪問先は久礼大正町市場の町歩き探訪

です。「市場」と聞いていたので早朝から賑わっているイ

メージがあったのですが、大正町市場の最も賑わうのは

午後2時過ぎからだそうで、時間が早かったせいもあり、

開店している店も少なかったのですが、藁焼きの鰹のた

たきを見つけ、皆さん高知の味覚に舌鼓を打っていらっ

しゃいました。

　食べてばっかりではなく、津波対策施設も見学してき

ました。久礼海岸で予測される津波の高さは最大で海抜

13mに達するとのこと。一方このタワーは一番上で海抜

23m、２階でも16mあるそうです。

　次に訪れたのは梼原町庁舎です。新国立競技場の設計

者隈研吾さんが設計された梼原町の総合庁舎です。梼原

町の掲げる環境モデル都市梼原に相応したランドマーク

で、美しい木造の公共建築物でした。庁舎の構造体や内装

は、最大限に地場の木材を活用した設計で、その構造に

は、自然空調を前提とした外部環境と呼吸できる仕組み

や太陽光発電、氷蓄

熱、木製受水槽、木

材断熱機密サッシ・

ブラインド等が組

み込まれた最新の

エコシステムです。

外観の美しさと機

能の美しさを兼ね

備えた庁舎でした。

　見学の後、梼原町

にある隈研吾さんが

設計された雲の上の

ホテルにて昼食を取

り、最後の訪問施設

である伊藤豊雄建築

ミュージアムに向か

いました。

　夕暮れに近い時間帯に到着し、スティールハットとい

う多面体のミュージアムや周辺を散策しました。目の前

に拡がる瀬戸内海や周辺の島々など夕日に映える美しい

風景を十分満喫させていただきました。

　最後に、今回の県外研修を企画された総務企画委員の

方々をはじめお世話頂いた皆様、ありがとうございまし

た！

瀬戸内海を背に

 梼原町庁舎　内観

庁舎前で集合写真

踊り手の皆さんです

「CLT」を使った教室

隈 研吾 校長の部屋

玄関前で集合写真

本館　軒下

♬菊の花～　菊の花～　　　　
　　 　開けてうれしい菊の花　　

　　　　　　♬誰が取るのか菊の花～
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　平成30年11月9日～平成30年11月10日、高知県（香

美市、高知市、梼原町）愛媛県（今治市）全行程約1,000Km

をバスで巡る研修でした。

　最初の研修先は、高知県立林業大学校でした。

　平成30年4月の本格開校に合わせて、完成した新校舎

を授業中ではありましたが、ご案内のもと見学しました。

　新校舎は高知県が需要拡大に努めている新建材｢CLT｣

を活用した、木の肌触りから暖かみを感じ心地良のいい

空間でした。

　次は、高知県

立牧野植物園を

見学しました。

この建築はシェ

ル型の大屋根が

特徴的で、周り

の植物が成長す

るほど自然に溶

け込むような施

設であり、木のぬくもりや、四季折々の植物を感じられる

半野外的空間部分が心地よい空間となっていました。

　これで１日目の研修も終わり、お待ちかねの懇親会と

なりました。「料亭　濵長」にて、土佐芸妓さんとお座敷遊

びを堪能する企画です。

　乾杯の後、酔いの方も徐々にいい感じとなり、いよいよ

お座敷遊びの始まりです。まずは芸妓さんの踊りに続き、

有志による「しばてん踊り」土佐流・仮面舞踏会です。「し

ばてん手拭い」で顔を覆って、お酒も入っていい調子、皆

さん楽しく踊っていらっしゃいました。

　続いては「可盃」

「べろべろの神様」

の唄で囃したてな

がら、各盃の図柄の

ついたコマを回し、

コマが止まった時

に延長線上にいる

人が「当たり」とな

り、図柄の盃のお酒

を飲み干すゲーム

です。天狗の盃は一合入るとか。今回、一気飲みで幸いな

ことに潰れる方はいらっしゃいませんでした。最後は別

名、お酒のロシアンルーレット「菊の花」盃を盆に伏せて

平成30年度県外研修の報告 ㈱エクス・プラン 宮 本 　秀 成

津波対策避難タワー

鰹のたたきを堪能

藁焼きの鰹のたたき

 梼原町庁舎　外観

並べ、料理に飾られている小さい黄色の菊の花を盃に忍

ばせ、手拍子まじりの囃子唄を歌い、その唄に乗せて順番

に盃を返します。返した盃に菊の花があれば「当たりで

す！」返した盃全てにお酒を注ぎ全部飲み干すゲームで

す。囃子唄のメロディーはなぜか、明石家さんまさんが扮

していた「アミダババア」のテーマソングで「アミダババ

アの唄」の一節、皆さん大合唱で盛り上がりました。

　高知の料理やお酒を堪能し、皆さん楽しい一時を過ご

されたと思います。

　２日目の最初の訪問先は久礼大正町市場の町歩き探訪

です。「市場」と聞いていたので早朝から賑わっているイ

メージがあったのですが、大正町市場の最も賑わうのは

午後2時過ぎからだそうで、時間が早かったせいもあり、

開店している店も少なかったのですが、藁焼きの鰹のた

たきを見つけ、皆さん高知の味覚に舌鼓を打っていらっ

しゃいました。

　食べてばっかりではなく、津波対策施設も見学してき

ました。久礼海岸で予測される津波の高さは最大で海抜

13mに達するとのこと。一方このタワーは一番上で海抜

23m、２階でも16mあるそうです。

　次に訪れたのは梼原町庁舎です。新国立競技場の設計

者隈研吾さんが設計された梼原町の総合庁舎です。梼原

町の掲げる環境モデル都市梼原に相応したランドマーク

で、美しい木造の公共建築物でした。庁舎の構造体や内装

は、最大限に地場の木材を活用した設計で、その構造に

は、自然空調を前提とした外部環境と呼吸できる仕組み

や太陽光発電、氷蓄

熱、木製受水槽、木

材断熱機密サッシ・

ブラインド等が組

み込まれた最新の

エコシステムです。

外観の美しさと機

能の美しさを兼ね

備えた庁舎でした。

　見学の後、梼原町

にある隈研吾さんが

設計された雲の上の

ホテルにて昼食を取

り、最後の訪問施設

である伊藤豊雄建築

ミュージアムに向か

いました。

　夕暮れに近い時間帯に到着し、スティールハットとい

う多面体のミュージアムや周辺を散策しました。目の前

に拡がる瀬戸内海や周辺の島々など夕日に映える美しい

風景を十分満喫させていただきました。

　最後に、今回の県外研修を企画された総務企画委員の

方々をはじめお世話頂いた皆様、ありがとうございまし

た！

瀬戸内海を背に

 梼原町庁舎　内観

庁舎前で集合写真

踊り手の皆さんです

「CLT」を使った教室

隈 研吾 校長の部屋

玄関前で集合写真

本館　軒下

♬菊の花～　菊の花～　　　　
　　 　開けてうれしい菊の花　　

　　　　　　♬誰が取るのか菊の花～
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■第４回理事会

日　時／平成30年９月20日（木）10:30 ～

場　所／伯耆しあわせの郷

出席者／理事16名、監事２名

議　題／議案

　　　　　正会員の入会の可否について

　　　　協議事項

　　　　　倉吉市との災害協定の締結について

　　　　　県との意見交換会の提出議題について

　　　　　特定建築物定期調査報告の業務報告報

　　　　　酬算定基準の周知活動について

　　　　　県外研修の概要及び募集方法について

　　　　　中国地方整備局との意見交換会について

　　　　報告事項

　　　　　未来への家づくりフェアについて

　　　　　会議等開催状況

　　　　その他

　　　　　今後の日程

　　　　　鳥取県企業局からのお知らせ

■第５回理事会

日　時／平成31年３月25日（月）10：00～

場　所／エキパル倉吉

出席者／理事15名、監事３名

議　題／議案の審議

　　　　　平成31年度 事業計画（案）の承認について

　　　　　平成31年度 収入支出予算（案）の承認について

　　　　　平成31年度 定時総会の招集（案）について

　　　　協議事項

　　　　　定款の一部変更（案）について

　　　　　倉吉市役所建設時資料の作成協力につ

　　　　　いて　他

　　　　報告事項

　　　　　会議等開催状況

　　　　その他

　　　　　今後の日程

■第４回三役会

日　時／平成30年９月７日(金)10：30～

場　所／事務所協会事務局

出席者／会長、副会長、専務理事

議　題／議案

　　　　　正会員の入会の可否について

　　　　協議事項

　　　　　倉吉市との災害協定の締結について

　　　　　県との意見交換会の提出議題について

　　　　　特定建築物定期調査報告の業務報酬算

　　　　　定基準の周知活動について

　　　　報告事項

　　　　　未来への家づくりフェアについて

　　　　　平成31年新年互礼会について

　　　　　会議等開催状況

　　　　その他　

　　　　　今後の日程

　　　　　鳥取県企業局からのお知らせ

■第５回三役会

日　時／平成31年３月11日(月)10：00～

場　所／事務所協会事務局

出席者／会長、副会長、専務理事

議　題／議案

　　　　　第５回理事会提出議題について

■第２回広報編集委員会

日　時／平成30年９月14日(金)15：00～

場　所／ハワイアロハホール

出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員

議　題／会報建築とっとり98号の校正　他

　　　　　1) 会報原稿の校正について

　　　　　2) その他

■日事連　青年話創会

日　時／平成30年10月５日（金）

場　所／ TKP新橋カンファレンスセンター

参加者／佐藤理事

■第42回建築士事務所全国大会（東京大会）

日　時／平成30年10月５日（金）

場　所／帝国ホテル

参加者／霜村会長他５名

■県外研修会

日　時／平成30年11月９日（金）～10日（土）

場　所／高知県立林業大学校、牧野植物園、高知城

　　　　歴史博物館、オーテピア高知図書館

　　　　梼原町庁舎、伊東豊雄建築ミュージアム

　　　　等の視察

　　　参加者／28名

■「住まいの無料相談会」

日　時／平成30年９月30日（日）

場　所／鳥取県立米子産業体育館

参加者／建築無料相談員８名

日　時／平成30年10月13日（土）～14日（日）

場　所／鳥取県立鳥取産業体育館

参加者／建築無料相談員６名

日　時／平成30年10月21日（日）

場　所／倉吉駅前噴水広場

参加者／建築無料相談員11名

■平成30年度「開設者・管理建築士のため

　の建築士事務所の管理研修会」

日　時／平成30年10月24日（水）10：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／19名

■平成30年度「防火設備定期検査および特

　定建築物定期調査の実務講習会」

日　時／平成30年10月30日（火）9：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／25名

■平成30年度「既存住宅状況調査技術者講

　習」【新規講習】

日　時／平成30年11月13日（火）9：30～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／15名

　　　　　

■「実例に学ぶ建築士事務所のトラブル予

　防」研修会

日　時／平成30年12月４日（火）9：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

講　師／㈲日事連サービス　顧問　中川　孝昭

　　　　（一社）鳥取県建築士事務所協会

　　　　　　　　　　　　副会長　吉田　成年

受講者／６名（会員２名、会員外４名）

■「実務者のための工事監理ガイドライン

　の運用解説」講習会（DVD講習）

日　時／平成30年12月4日（火）13：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／７名（会員４名、会員外３名）

■平成30年度第４期一級/二級/木造建築士

　定期講習（事務所協会担当）

日　時／平成31年２月13日（水）9：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

　　　　　ＤＶＤによる小規模講習

受講者／18名

■第60回鳥取県耐震診断等評定委員会

日　時／平成30年12月17日(月)

場　所／とりぎん文化会館

対象建物（町有施設）4棟

■鳥取県耐震診断等評定委員会

　(専門委員会)

第60回　平成30年12月３日（事前審査）

　　　　 平成30年12月12日（指摘事項確認）

　　　　 平成30年12月26日（指摘事項確認）

■鳥取市住宅改修指導員派遣事業

実施件数　平成30年 9月　1件

                    　　 10月　1件

                    　　 11月　1件

                    　　 12月　2件

■鳥取県木造住宅耐震化専門業者公表考査

日　時／平成31年１月29日（火）13：30～

場　所／伯耆しあわせの郷

受験者／４名

■平成31年新年互礼会

日　時／平成31年１月22日（火）16：30～

場　所／米子ワシントンホテルプラザ

参加者／ 88名（来賓15名、正会員33名、賛助会員 

　　　　　　　  38名、事務局２名）

■正会員入会（平成30年９月～）

　㈱藤原組一級建築士事務所

　　　〒680-0911

　　　鳥取市千代水１丁目１７番地

　　　ＴＥＬ:０８５７－３０－３７００

　　　ＦＡＸ:０８５７－３０－３７０２

　　　開設者：藤原　　正

　　　管理建築士：岩崎　孝広

　やくら設計

　　　〒683-0104

　　　米子市大崎932-2

　　　ＴＥＬ：０８５９－２５－１１２７

　　　ＦＡＸ：０８５９－２５－１１４２

　　　開設者：矢倉　通宏

　　　管理建築士：矢倉　通宏

■４月

　26日（金）　平成30年度事業等監査会

　　　〃　 　第１回三役会

■５月

　13日（月）　第１回理事会

　24日（金）　平成31年度定時総会

　　　　　　 倉吉シティホテル

　今回は鳥取県立中央病院特集号ということで編集にあたり鳥取県新病院建設推進室には、寄稿や資料
提供等大変お世話になりありがとうございました。また今回寄稿頂きました関係者の皆様にも御礼申し
上げます。
　建築とっとり99号は平成時代最後の発刊であり、この時代の変わり目に委員長として編集に関わるこ
とに感慨深く想いつつ、新しい時代の次号発刊に想いを馳せ編集後記とさせていただきます。　　　

広報編集委員長　小谷　真一　

建築士事務所キャンペーン建築士事務所キャンペーン

行事予定行事予定

建築物耐震診断等評定業務建築物耐震診断等評定業務

受託業務受託業務

新年互礼会新年互礼会

講　習　会講　習　会

会員の異動会員の異動会 議 報 告会 議 報 告
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■第４回理事会

日　時／平成30年９月20日（木）10:30 ～

場　所／伯耆しあわせの郷

出席者／理事16名、監事２名

議　題／議案

　　　　　正会員の入会の可否について

　　　　協議事項

　　　　　倉吉市との災害協定の締結について

　　　　　県との意見交換会の提出議題について

　　　　　特定建築物定期調査報告の業務報告報

　　　　　酬算定基準の周知活動について

　　　　　県外研修の概要及び募集方法について

　　　　　中国地方整備局との意見交換会について

　　　　報告事項

　　　　　未来への家づくりフェアについて

　　　　　会議等開催状況

　　　　その他

　　　　　今後の日程

　　　　　鳥取県企業局からのお知らせ

■第５回理事会

日　時／平成31年３月25日（月）10：00～

場　所／エキパル倉吉

出席者／理事15名、監事３名

議　題／議案の審議

　　　　　平成31年度 事業計画（案）の承認について

　　　　　平成31年度 収入支出予算（案）の承認について

　　　　　平成31年度 定時総会の招集（案）について

　　　　協議事項

　　　　　定款の一部変更（案）について

　　　　　倉吉市役所建設時資料の作成協力につ

　　　　　いて　他

　　　　報告事項

　　　　　会議等開催状況

　　　　その他

　　　　　今後の日程

■第４回三役会

日　時／平成30年９月７日(金)10：30～

場　所／事務所協会事務局

出席者／会長、副会長、専務理事

議　題／議案

　　　　　正会員の入会の可否について

　　　　協議事項

　　　　　倉吉市との災害協定の締結について

　　　　　県との意見交換会の提出議題について

　　　　　特定建築物定期調査報告の業務報酬算

　　　　　定基準の周知活動について

　　　　報告事項

　　　　　未来への家づくりフェアについて

　　　　　平成31年新年互礼会について

　　　　　会議等開催状況

　　　　その他　

　　　　　今後の日程

　　　　　鳥取県企業局からのお知らせ

■第５回三役会

日　時／平成31年３月11日(月)10：00～

場　所／事務所協会事務局

出席者／会長、副会長、専務理事

議　題／議案

　　　　　第５回理事会提出議題について

■第２回広報編集委員会

日　時／平成30年９月14日(金)15：00～

場　所／ハワイアロハホール

出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員

議　題／会報建築とっとり98号の校正　他

　　　　　1) 会報原稿の校正について

　　　　　2) その他

■日事連　青年話創会

日　時／平成30年10月５日（金）

場　所／ TKP新橋カンファレンスセンター

参加者／佐藤理事

■第42回建築士事務所全国大会（東京大会）

日　時／平成30年10月５日（金）

場　所／帝国ホテル

参加者／霜村会長他５名

■県外研修会

日　時／平成30年11月９日（金）～10日（土）

場　所／高知県立林業大学校、牧野植物園、高知城

　　　　歴史博物館、オーテピア高知図書館

　　　　梼原町庁舎、伊東豊雄建築ミュージアム

　　　　等の視察

　　　参加者／28名

■「住まいの無料相談会」

日　時／平成30年９月30日（日）

場　所／鳥取県立米子産業体育館

参加者／建築無料相談員８名

日　時／平成30年10月13日（土）～14日（日）

場　所／鳥取県立鳥取産業体育館

参加者／建築無料相談員６名

日　時／平成30年10月21日（日）

場　所／倉吉駅前噴水広場

参加者／建築無料相談員11名

■平成30年度「開設者・管理建築士のため

　の建築士事務所の管理研修会」

日　時／平成30年10月24日（水）10：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／19名

■平成30年度「防火設備定期検査および特

　定建築物定期調査の実務講習会」

日　時／平成30年10月30日（火）9：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／25名

■平成30年度「既存住宅状況調査技術者講

　習」【新規講習】

日　時／平成30年11月13日（火）9：30～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／15名

　　　　　

■「実例に学ぶ建築士事務所のトラブル予

　防」研修会

日　時／平成30年12月４日（火）9：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

講　師／㈲日事連サービス　顧問　中川　孝昭

　　　　（一社）鳥取県建築士事務所協会

　　　　　　　　　　　　副会長　吉田　成年

受講者／６名（会員２名、会員外４名）

■「実務者のための工事監理ガイドライン

　の運用解説」講習会（DVD講習）

日　時／平成30年12月4日（火）13：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

受講者／７名（会員４名、会員外３名）

■平成30年度第４期一級/二級/木造建築士

　定期講習（事務所協会担当）

日　時／平成31年２月13日（水）9：00～

場　所／伯耆しあわせの郷

　　　　　ＤＶＤによる小規模講習

受講者／18名

■第60回鳥取県耐震診断等評定委員会

日　時／平成30年12月17日(月)

場　所／とりぎん文化会館

対象建物（町有施設）4棟

■鳥取県耐震診断等評定委員会

　(専門委員会)

第60回　平成30年12月３日（事前審査）

　　　　 平成30年12月12日（指摘事項確認）

　　　　 平成30年12月26日（指摘事項確認）

■鳥取市住宅改修指導員派遣事業

実施件数　平成30年 9月　1件

                    　　 10月　1件

                    　　 11月　1件

                    　　 12月　2件

■鳥取県木造住宅耐震化専門業者公表考査

日　時／平成31年１月29日（火）13：30～

場　所／伯耆しあわせの郷

受験者／４名

■平成31年新年互礼会

日　時／平成31年１月22日（火）16：30～

場　所／米子ワシントンホテルプラザ

参加者／ 88名（来賓15名、正会員33名、賛助会員 

　　　　　　　  38名、事務局２名）

■正会員入会（平成30年９月～）

　㈱藤原組一級建築士事務所

　　　〒680-0911

　　　鳥取市千代水１丁目１７番地

　　　ＴＥＬ:０８５７－３０－３７００

　　　ＦＡＸ:０８５７－３０－３７０２

　　　開設者：藤原　　正

　　　管理建築士：岩崎　孝広

　やくら設計

　　　〒683-0104

　　　米子市大崎932-2

　　　ＴＥＬ：０８５９－２５－１１２７

　　　ＦＡＸ：０８５９－２５－１１４２

　　　開設者：矢倉　通宏

　　　管理建築士：矢倉　通宏

■４月

　26日（金）　平成30年度事業等監査会

　　　〃　 　第１回三役会

■５月

　13日（月）　第１回理事会

　24日（金）　平成31年度定時総会

　　　　　　 倉吉シティホテル

　今回は鳥取県立中央病院特集号ということで編集にあたり鳥取県新病院建設推進室には、寄稿や資料
提供等大変お世話になりありがとうございました。また今回寄稿頂きました関係者の皆様にも御礼申し
上げます。
　建築とっとり99号は平成時代最後の発刊であり、この時代の変わり目に委員長として編集に関わるこ
とに感慨深く想いつつ、新しい時代の次号発刊に想いを馳せ編集後記とさせていただきます。　　　

広報編集委員長　小谷　真一　
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No.99
2019.3

一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会

　鳥取県立中央病院の設計から竣工までにいったい何人の人が関わったのだろう。

　創り上げたのは多くの人の手であり、おおよそ２２か月でこの建物が完成したことも含め

「人間の力」の凄さを感じずにはいられない。

　そして「人間の力」がもつ可能性もどこまでも広がっているのであろう。

（パース提供：鳥取県、文：小谷 真一）


